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抗 真 菌 剤 の 研 究 第3報

有 機 水 銀 化 合物 一 特 にBis-ethylmercuri-phosphateに 関 す る研 究

そ の3DD-59軟 膏 の臨 床 効 果 に つ い て

三 浦 祐 晶 ・小野塚＝ ・芝 木 秀 臣

北海道大学医学部皮膚科教室(主 任=三 浦裕晶教授)

(昭 和35年1月30日 受 付)

我 々は 先 にBis-ethylmercuri-phosphate(BEMP)

軟 膏 の す ぐれ た 抗 真 菌 作用 並 び に臨 床 効 果 に つ い て報 告

した が1・2),そ の後 更 に本 剤 を 主 成 分 とす るDD-59軟 膏

(日 本 新 薬)に つ い て 臨 床 的実 験 を行 なつ た ので,そ の結

果 を 報 告 す る｡

使用 薬 剤 並 び に使 用 方 法

DD-59軟 膏 は 水 溶 性 基 剤 に 次 の如 き成 分 を含 有 す る｡

Bis-ethylmercuri-phosphate(BEMP)… … …0.2%

2,5-Dichloro-4-thiocyanoaniline(DTA)… …0.2%

1,4-Dimethyl-7-isopropylazulen

(GuajAzulen) 0.01%

α(Benzohydryloxy).N,N-Dimethylethylamine

(Diphenylhydramine塩 基)1.0%

BEMPの 試 験 管 内最 小 発 育 阻 止濃 度 は前 報1)の 如 く,

Candidaalbicansに 対 して128万 倍,白 癬 菌 に対 し512

写真1症 例8(治 療前)
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万倍で,対 照 としたMerzoninの2～4倍 であつた｡又

水溶性基剤に0.2に 本剤を加えた軟膏を臨床的に各種皮

膚真菌症に使用した成績は,有 効率83.3%で,刺 戟性

は殆んど認められなかつた2)｡

DTAは 非水銀化合物で,強 力な抗真菌作用を有 し,

試験管内の真菌最 小発育阻止濃度はCandidaalbicans

で25万 倍,白 癬菌では50万 倍か ら100万 倍であると

されている3)｡我 々が臨床的に使用 した成績は有効率約

60%で あつた｡

GuajAzulenはJuNGら4)に よつて強 力な抗炎症,

抗アレルギー作用が認め られ,急 性炎症性皮膚疾患に外
層用され
て良好な成績が認められており5・6),又Diphenyl・

hydramineは 抗 ヒスタミン剤である｡

使用方法は本剤を1日1回 患部に塗布し,他 種軟膏,

前処置,理 学的療法の併用はさけた｡

鰹

写真2症 例8(治 療後)
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効果の判定は,14日 以内に菌要素陰性 となり,臨 床症

状の全 く消失したものを著効(掛),著 明に改善したもの

を有効(什),多 少共軽快を示したものを梢効(+),不

変のものを無効(一)と した｡

臨 床 成 績

本剤を使用した症例は,汗 疸状白癬7例,趾 間白癬6

第1表

例,斑 状小水萢状白癬2例,頑 癬9例,疲 風2例 の計26

例で,成 績を一括表示すると第1表 の如くである｡以 下

2,3の 症例について詳述する｡

症例839才,男,趾 間白癬

約15年 前から特に夏季に増悪する趾間部の療痒性皮

疹で,発 赤,鱗 屑,浸 軟が著 しく,小 亀裂をも認め,鏡

DD-59軟 膏 の 臨 床 使 用 成 績
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3日 目丘疹,療 痒消失
8日 目治癒

10日 目菌消失,小 水庖減少
13日 目尚新疹の発生あ り

3日 霞鱗屑減少
11日 目殆 ど治癒

6日 目菌消失
10日 目鱗屑,小 本庖減少

13日 目小水庖,療 痒減少

3日 目丘疹著明に減少

6日7日 目変化なし

4・則纒 騨 為 罷 評 度の鱗
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3日 目鱗屑消失,8日 臼治癒

7日 で治癒

11日 目殆ゼ治癒

5日 目菌消失,21日 目発赤鱗屑

殆ど消失,30日 目治癒

6日H菌 消失,10日 目鱗屑,小
水癒減少

5日 目紅斑,鱗 屑著明に減退

3日 圓発赤著しく減少
5日 目丘疹,発 赤僅少

14日 目丘疹消失
21日 目殆ど治癒

8日 目丘疹鱗屑著明に減退

2日 目療痒消失,5日 間塗布中

止｡10日 目殆ど治癒

15日 目治癒

16日 目丘疹消失,18日 目菌消失

5日 罠療痒消失,丘 疹減少

7日 目変化なし

11日 目丘疹著しく減少,

療 痒なし

顔,4日 目殆ど治癒背
,17日 目治癒

10日 目鱗屑消失,菌 消失.脱 色

斑軽度に残る

7日 目鱗屑消失,菌 消朱
33日 目脱色斑軽度
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検 上 多数 の菌 糸が 見 られ た(写 真1)｡DD-59軟 膏 を塗

布 して3日 目には 丘 疹,痒 感 が 消 失,7日 目に は鏡 検 上

菌 要素 陰 性 とな り,23日 目に は(写 真2),軽 度 の落 屑

と浸 軟 が あ る のみ とな り,40日 目に は 治 癒 の状 態 と な

写真3症 例14(治 療 前)

,

写真5症 例16(治 療前)
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つ た｡判 定 は有 効(什)で あ る｡尿 蛋 白 は陰 性｡

症 例1412才,男,斑 状 小 水 萢 状 白 癬

発 病 は1カ 月 前 で,左 耳 前部,下 部,後 部 に夫 々1=・

つ つ の,紅 色 丘 疹,小 水癌,鱗 屑 を 伴 う環 状 紅 斑 を認 ぬ

写真4症 例14(治 療後)

写 真6症 例16(治 療 後)
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る(写真3)｡耳 前部にDD-59軟 膏,耳 下部には非水銀

化合物のMBT軟 育,耳 後部にはDTA軟 膏 を夫々塗

布 した所,5日 目}こは紅斑,丘 疹,小 水庖の著しい減少

を見,特 にDP-59軟 膏塗布部ではその効果が著明であ

写真7症 例18(治 療前)

写 真9症 例23(治 療前)

つ た(写 真4)｡

症 例1648才.男,頑 癬 、

15年 前 に発 病 し自分 で売 薬 を塗 布 してい た が 効.果 な

く一 進 一 退 を く りか え し,初 診 時 は両 側 陰 股 部 に比 較 的,

写真8症 例18(治 療後)
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写真10症 例23(治 療 後)
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境 界鮮明な,赤 色小丘疹,落 屑を伴つた褐色斑がみ られ

た(写 真5)｡DD-59軟 膏 を塗布後21日 目には,軽 い

褐 色の色素沈着を残すのみで殆ど治 癒の状態 となつた

く写真6)｡

症例1827才,男,頑 癬

発病は1カ 月前で,左 啓部に比較的境界鮮明な手拳大

の環状紅斑が存在した｡丘 疹,鱗 屑も散在していたが特

・に辺縁部では多数認められた(写 真7)｡DD-59軟 膏塗

布後2日 目には,療 痒感消失し,そ の後5日 闘塗布を休

止していたが再塗布10日 目には軽度の色素沈着を残 し

て治癒した(写 真8)｡

症例2333才,男,頑 癬

発病は10年 前｡啓 部に,赤 色丘疹,落 屑を伴つた環

状紅斑が多数存在した(写 真9)｡DD-59軟 膏塗布後11

日目に療痒全く消 失し,丘 疹は著しく減 少した(写 真

LIO)｡

総括並びに考按

汗萢状白癬7例,趾 間白癬6例,斑 状小水萢状白癬2

例,頑 癬9例,疲 風2例 の計26例 の表在性皮膚真菌症

にDD-59軟 膏 を使用し,著 効8例,有 効15例,梢 効

1例,無 効2例 の結果を得た(第2表)｡

汗疸状白癬7例 中,著 効2例,有 効3例,硝 効,無 効

各1例 で有』効率71.5%,趾 間白癬i6例 中,著 効,有 効各

各3例,斑 状小水疸状白癬は2例 共有効,頑 癬9例 中,

・薯効3
,有 効5,無 効1例 で有効率88｡9%,疲 風は2例

共有効で,総 数26例 中著効,有 効合わせて23例88.5

%に 効果を認めた｡

皮膚に対する刺戟作用は全例に認められなかつた｡又

尿蛋白は以前から陽性のもの1例 を除いて,長 期間使遡

した例でもすべて陰性であつた｡

皮虜真菌症,特 に汗庖状白癬,趾 間白癬,頑 癬の患者

は一般に皮膚の炎症症状の発現を見てから医療を乞 う事

が多く,こ の為抗真菌剤を直ちに塗布すると,か えつて

皮膚炎を助長 し,症 状の悪化を見る事が屡 々である｡こ

の点DD-59軟 膏は強力な抗真菌剤に加えるに抗アレル

第2表DD-59軟 膏 の疾患別臨床効果

疾 患 名 陵i禰 騰:鞭i轡

臨 状白白臨 園:…611

1　繋li}i附1
計12619AI15[}2

有 効率88.5%

ギ ー性,抗 炎 症 性 を有 す るGuajAzulen,Diphenylhy-

dramine塩 基 を配 合 し,又 基 剤 と して湿 潤 面 に も使 用 し

うる カ ー ボ ワ ッ ク スを 使 用 して い るの で,優 れ た 効 果 を

期 待 し得 る｡

我 々の 実験 成 績 では,か な りの皮 膚 の炎 症 症 状 を 伴 つ

た 例 に も刺 戟性 が 殆 ん ど認 め られ ず,又BEMp単 独 の

軟 膏(カ ー ボ ワッ ク ス基 剤)の 効果 と比 較 す る と,有 効

率 に於 い ては 著 明な 差 は認 め られ ない が,止 痒 作 用 で は,

DD-59軟 麿 に於 て そ の効 果 が 著 し く,大 部 分 の 例 では,

療痒 感 は7日 以 内 に 消槌 或 い は著 明に 減 退 して い た｡

結 語

表 在 性 皮 膚 真菌 症 例 にDD-59軟 膏 を 使 用 した 結 果,

有 効 率88.5%で,特 に早 期 の菌 陰 性 化 と止痒 作 用が 著

明 で あ つ た◎
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